
 
 
 
 
 

７月７日は七夕。星に願いを！  

 ７月７日は七夕です。「笹の節句」、「星祭り」といわれる七夕は、江戸時代に五節句（１月７
日七草の節句、３月３日桃の節句、５月５日菖蒲の節句、７月７日笹の節句、９月９日菊の節句）
の一つに定められ、今も広く親しまれています。七夕の源流は、３つほどあるようです。 

 １，織女星と牽牛星の星伝説（中国の伝説）２，女子の手芸上達を祈る乞巧奠（きっこうでん）
の行事（中国の祭り）３．祖霊を祭る「棚機つ女（たなばたつめ）」の行事（日本の行事） 

 １の星伝説はあまりに有名。「天帝の娘、織女と牛飼の牽牛夫婦があまりに仲がよく、仕事をしなくなったので天の

川で隔てて別居させ、年に１度だけあうことを許した」と言う話。 

 ２に関しては、天上で機（はた）を織る織女は女子の手芸の神様でもあることから、手

芸（裁縫や習字、和歌なども含まれる）の上達を祈った行事。織女星が昇るころ、供え物

や和歌を詠んだ短冊などを捧げた行事とか。  

 ３については、先祖の霊を祭るため、機織りをして織りあがった布を祖先の霊に捧げる

行事が古来からあった。このとき先祖に捧げる布を織る女性を「棚機つ女」と読んだこと

から、「たなばた」の呼び名が生まれた。 

 牽牛は、わし座のアルイタイル、織女はこと座のベガです。どちらも１
等星で似た明るさに見えるものの、地球からの距離はそれぞれ１６光年と

２６光年です。（１光年は、光の速さで１年間進む距離。光の速さは秒速３０万㎞です。）実際は
ベガのほうが６倍も明るいですが、地球から見ると、似たくらいの明るさになっています。白色巨
星のベガに女性のイメージが、黄色っぽいアルタイルに男性のイメージが定着したのでしょう。ふ
たつの星の間には、天の川が流れます。 

はくちょう座（デネブ）は二人の橋渡し役となるカササギです。今の７月７日は
梅雨の時期であり、七夕に星空を見ることは難しいです。旧暦の７月７日は今の暦
より１ヶ月以上遅く（今年は８月２２日）、梅雨もなく晴天が多いです。 

 月の満ち欠けで定めた旧暦だけに、牽牛・織女・カササギ（夏の大三角）、そし

て天の川が輝くという七夕を楽しめるかもしれません。 

 

 

    

１年生が保育所との交流会を行いました。 ７月５日（水） 

落合保育所とポッポの家の園児を招いての、交流会を１年生が行いました。日ごろは、上級生の

お兄さんやお姉さんに囲まれての小学校生活ですが、この時ばかりは、１年生がお兄さんやお姉さ

んです。当日は、みんなで七夕飾りをつくりました。園児の願い事を聞き取って、短冊に書いてあ

げたり、色紙で飾りの作り方を教えてあげて一緒に飾ったりと、優しく接している１年生の姿が微

笑ましかったです。とても素敵な時間を過ごすことができました。 
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４年生の福祉体験  ６月２７日（月） 

 社会福祉協議会から７名の講師を迎えて、４年生が福祉体験を行いました。アイマスクをして

の「白状体験」、ゴーグルや重り等を身に付けての「高齢者の疑似体験」、そして、「車いす体

験」とそれぞれの場を設定していただきました。学習後の子どもたちの言葉を少し紹介します。 

「白状体験では、人の声を聞かないとこわかったです。」 

「私は、目の見えない人たちをサポートしたり、声をかけたり、自分ができることをなるべくし

てあげようと思った。」 

「車いす体験では、段差を上り下りする時は、声をかけてあげると乗っている人も安心すること

が分かりました。」 

「高齢者は、届かないだけではなく、いたくて届かないので、一日一日がすごく大変なんだとい

うことが分かりました。」など、たくさんの言葉がありました。 

実際に体験することによって、より深い学びとなりました。 

 

 

児童会活動 『にっこにこの木』 

今年度、児童会では「にっこにこの木」の取組を行っています。みんな

で、友達のよいところや感謝の気持ちをカードに書き合い、そのカードを

貼り合わせて「にっこにこの木」を完成させます。    

この取り組みを通して、落合小のみんなのよいところをたくさん見つけ

て、「にこにこしている人」を増やしていこうという取組です。今は、幹

を作っているところです。これから、どんな木に育っていくのか、とても

楽しみです。 

 

  アゲハチョウが羽化しました 

 落合小学校の児童玄関には、教頭先生が作ってくれ

た素敵なスペースがあります。６月上旬にそこに、ア

ゲハチョウの幼虫がやってきました。幼虫はミカンの

木の葉やゆずの木の葉をどんどん食べて大きくなって

いきました。やがて、６月２５日、サナギになりまし

た。そして、７月４日、サナギが羽化しました。子ど

もたちは、児童玄関に来ては足を止めて、日に日に変

化するその様子を毎日、間近で見てきたのです。 

 アゲハチョウの横には、ミニビオトープと呼べるよ

うな水槽があります。そこには、ゲンゴロウ、ヤゴ、

オタマジャクシ、ドジョウなどの姿を見つけることが

できます。 

とっても素敵なス

ペースです！！ 


